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Cisco Jabber for Windowsの設定
Cisco Jabber for Windowsは、TFTPサーバに常駐する XMLファイルから設定を取得します。

設定ファイルが必要な導入

Cisco Jabber for Windowsでは、次の導入タイプの設定ファイルを使用できます。

•オンプレミスの導入

•ハイブリッドクラウドベースの導入

クラウドベース導入の設定ファイルは使用できません。

グローバル設定ファイル

グローバル設定ファイルは、すべての Cisco Jabber for Windowsユーザに適用されます。 Cisco
Jabber for Windowsは、ログインシーケンスの間に TFTPサーバからグローバル設定ファイルをダ
ウンロードします。
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グローバル設定ファイル名

グローバル設定ファイルのデフォルト名は、jabber-config.xmlです。導入時に次のコマン
ドライン引数を使用すると、グローバル設定ファイルに一意の名前を指定することもできます。

TFTP_FILE_NAME

コマンドライン引数の詳細については、「Cisco Jabber for Windowsのインストール」の章を参照
してください。

グループ設定ファイル

グループ設定ファイルは、Cisco Jabber for Windowsユーザのサブセットに適用されます。グルー
プ設定ファイルは、グローバル設定ファイルよりも優先されます。

Cisco Jabber for Windowsは、ユーザが電話アカウントに初めてサインインした後に、グループ設
定ファイルを取得します。 Cisco Jabber for Windowsは、その後、ユーザにサインアウトするよう
指示します。 2回目のログインシーケンスの間、Cisco Jabber for Windowsは TFTPサーバからグ
ループ設定ファイルをダウンロードします。

Cisco Jabber for Windowsは、グループ設定ファイルを次の手順で読み込みます。

ユーザがサインインしていない場合

1 ユーザがサインインすると、Cisco Jabber for Windowsは設定が変更されたことをユーザ
に通知します。

2 ユーザがサインアウトします。

3 ユーザがサインインすると、Cisco Jabber for Windowsはグループ設定を読み込みます。

ユーザがサインインしており、ソフトウェアフォンでコールしている場合

1 Cisco Jabber for Windowsが、設定が変更されたことをユーザに通知します。

2 ユーザがサインアウトします。

3 ユーザがサインインすると、Cisco Jabber for Windowsはグループ設定を読み込みます。
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ユーザがサインインしており、デスクフォンでコールしている場合

1 ユーザがサインアウトします。

2 ユーザがサインインすると、Cisco Jabber for Windowsは設定が変更されたことをユーザ
に通知します。

3 ユーザがサインアウトします。

4 ユーザがサインインすると、Cisco Jabber for Windowsはグループ設定を読み込みます。

ユーザがサインアウトする前に、ソフトウェアフォンを使用してコールするオプションを

選択した場合、Cisco Jabber forWindowsはユーザにサインアウトしてからサインインし直す
よう指示し、グループ設定を読み込みます。

グループ設定ファイル名

グループ設定ファイルの名前は、Cisco Unified Communications Managerの CSFデバイス設定で指
定します。そのため、Cisco Unified Communications Managerにユーザの CSFデバイスをプロビ
ジョニングした場合のみ、そのユーザのグループ設定ファイルを指定できます。

Cisco Unified Communications Managerの CSFデバイス設定のグループ設定ファイルの名前を削除
すると、Cisco Jabber forWindowsが変更を検出し、ユーザにサインアウトするよう指示し、グロー
バル設定ファイルを読み込みます。 CSFデバイス設定のグループ設定ファイル名を削除するに
は、configurationFile=group_configuration_file_name.xml文字列全体を削除する
か、文字列からグループ設定ファイル名を削除します。

設定ファイルのキャッシュ

Cisco Jabber for Windowsでは、ログインシーケンスの際に、常に TFTPサーバから設定ファイル
をダウンロードしようと試行します。 Cisco Jabber for Windowsが設定ファイルをダウンロードで
きない場合は、以前に読み込まれた設定ファイルをキャッシュから読み込みます。

Cisco Jabber for Windowsは、jabber-config.xmlというファイルに、グループ設定ファイルと
グローバル設定ファイルのコンテンツをキャッシュしています。そのため、グループ設定ファイ

ルを作成すると、そのファイルのコンテンツが、キャッシュ内のグローバル設定ファイルを置換

します。

グループ設定ファイルはキャッシュ内のグローバル設定ファイルを置換するため、グループ設

定ファイルにグローバル設定と同じパラメータが含まれていない場合は、設定が失われること

があります。たとえば、カスタム埋め込みタブ定義を含むグローバル設定ファイルを作成す

るとします。その後、これらの埋め込みタブ定義を含まないグローバル設定ファイルを作成

するとします。Cisco Jabber forWindowsがグループ設定ファイルをダウンロードすると、これ
らのカスタム埋め込みタブ定義はCisco Jabber forWindowsが読み込んだ設定には存在しなくな
ります。

重要

Cisco Jabber for Windowsは、次の場所に設定ファイルをキャッシュします。
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Microsoft Windows 7

%USERPROFILE%\AppData\Roaming\Cisco\Unified
Communications\Jabber\CSF\Config

Microsoft Windows XP

%SYSTEMROOT%\Documents and Settings\user_name\Application
Data\Cisco\Unified Communications\Jabber\CSF\Config

設定ファイルに関する重要な注意事項

•設定ファイル名は、大文字と小文字を区別します。エラーを回避し、Cisco Jabber forWindows
がTFTPサーバからファイルを取得できるよう、ファイル名には小文字を使用してください。

•設定ファイルには、utf-8エンコーディングを使用する必要があります。

• Cisco Jabber for Windowsは、有効な XML構造のない設定ファイルは読み込めません。設定
ファイルの構造で終了要素をチェックし、要素が正しく入れ子になっていることを確認しま

す。詳細については、この章の設定ファイルの例をご覧ください。

• XMLには、有効な XML文字エンティティ参照しか含めることができません。たとえば、&
ではなく &amp;を使用してください。 XMLに無効な文字が含まれている場合は、Cisco
Jabber for Windowsは設定ファイルを解析できません。
Microsoft InternetExplorerで設定ファイルを開き、無効な文字やエンティティがないことを確
認します。 Internet Explorerに XML構造の全体が表示される場合は、設定ファイルには無効
な文字やエンティティは含まれていません。 Internet Explorerに XML構造の一部しか表示さ
れない場合は、設定ファイルには無効な文字やエンティティが含まれている可能性がありま

す。

TFTP サーバの準備
Cisco Jabber for Windowsでは、TFTPサーバから設定ファイルを取得します。

On-Premisesによる展開での TFTP サーバの準備
TFTPサーバを指定するには、次の手順を実行します。

複数の TFTPサーバがある環境の場合、すべての TFTPサーバで設定ファイルを同じにする必
要があります。

重要

ステップ 1 次のように適切なインターフェイスを開きます。
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• Cisco Unified Presence：[Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]イン
ターフェイスを開きます。

• Cisco Unified Communications IM and Presence：[Cisco Unified CM IM/Presenceの管理（Cisco Unified CM
IM and Presence Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 次のように適切なメニュー項目を選択します。

• Cisco Unified Presence：[アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [設定（Settings）]を選択
します。

Cisco Unified Presenceの一部のバージョンでは、このパスは [アプリケーション（Application）] >
[Cisco Unified Personal Communicator] > [設定（Settings）]になります。

• Cisco Unified Communications IM and Presence：[アプリケーション（Application）] > [レガシークライ
アント（Legacy Clients）] > [設定（Settings）]を選択します。

ステップ 3 [プライマリ TFTPサーバ（Primary TFTP Server）]フィールドでプライマリ TFTPサーバの IPアドレスを
指定します。

TFTPサーバを指定するフィールドは、プレゼンテーションサーバに応じて次のいずれかのセクションに
あります。

• Cisco Jabberセキュリティ設定（Cisco Jabber Security Settings）

• CUPCグローバル設定（CUPC Global Settings）

•レガシークライアントのセキュリティ設定（Legacy Client Security Settings）

ステップ 4 [バックアップ TFTPサーバ（Backup TFTP Server）]フィールドでバックアップ TFTPサーバの IPアドレ
スを指定します。

ステップ 5 [保存（Save）]を選択します。

これで、Cisco Jabber for Windowsによって TFTPサーバ上でホストされている設定ファイルが取
得されるようになります。

ハイブリッドクラウドベースによる展開での TFTP サーバの準備
TFTPサーバを指定するには、次の手順を実行します。
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複数の TFTPサーバがある環境の場合、すべての TFTPサーバで設定ファイルを同じにする必
要があります。

重要

ステップ 1 Cisco WebEx管理ツールを開きます。

ステップ 2 [設定（Configuration）]タブを選択します。

ステップ 3 [追加サービス（Additional Services）]セクションで [Unified Communications]を選択します。
[Unified Communications]ウィンドウが開きます。

ステップ 4 [クラスタ（Clusters）]タブを選択します。

ステップ 5 適切なクラスタをリストから選択します。

[クラスタの編集（Edit Cluster）]ウィンドウが開きます。

ステップ 6 [CiscoUnified CommunicationsManagerサーバの設定（CiscoUnified CommunicationsManager Server Settings）]
セクションで [サーバの詳細設定（Advanced Server Settings）]を選択します。

ステップ 7 [TFTPサーバ（TFTP Server）]フィールドでプライマリ TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 8 [バックアップサーバ 1（Backup Server #1）]フィールドと [バックアップサーバ 2（Backup Server #2）]
フィールドでバックアップ TFTPサーバの IPアドレスを指定します。

ステップ 9 [保存（Save）]を選択します。
[クラスタの編集（Edit Cluster）]ウィンドウが閉じます。

ステップ 10 [Unified Communications]ウィンドウで [保存（Save）]を選択します。

これで、Cisco Jabber for Windowsによって TFTPサーバ上でホストされている設定ファイルが取
得されるようになります。

グローバル設定の作成

このトピックでは、グローバル設定ファイルを作成するための手順の概要とTFTPサーバ上でファ
イルをホストする方法について説明します。

ステップ 1 任意のテキストエディタを使用して jabber-config.xmlという名前のファイルを作成します。
メモ •ファイル名には小文字を使用してく

ださい。

• UTF-8エンコードを使用してくださ
い。

ステップ 2 jabber-config.xmlで必須の設定パラメータを定義します。
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設定ファイルの構造が有効でない場合、Cisco Jabber for Windowsは定義した設定を読み取ること
ができません。設定ファイルで必要な構造の例については、この章の XMLの例を参照してくだ
さい。

重要

ステップ 3 TFTPサーバ上で jabber-config.xmlをホストします。

a) Cisco Unified Communications Managerの [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]イ
ンターフェイスを開きます。

b) [ソフトウェアのアップグレード（SoftwareUpgrades）] > [TFTPファイル管理（TFTPFileManagement）]
を選択します。

c) [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。
d) [ファイルのアップロード（Upload File）]セクションで [参照（Browse）]を選択します。
e) ファイルシステムにある jabber-config.xmlを選択します。
f) [ファイルのアップロード（Upload File）]セクションの [ディレクトリ（Directory）]テキストボック
スに値を指定しないでください。

TFTPサーバのデフォルトディレクトリにあるjabber-config.xmlをホストするには、[ディレクト
リ（Directory）]テキストボックスの値をそのままにします。
デフォルトディレクトリ以外のディレクトリにある jabber-config.xmlをホストする場合は、展
開時にパスとファイル名をコマンドラインの引数（TFTP_FILE_NAME）の値として指定する必要があ
ります。詳細については、「Cisco Jabber for Windowsのインストール」の章を参照してください。

g) [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

グループ設定の作成

Cisco Jabber for Windowsでは、Cisco Unified Communications Managerの CSFデバイス構成からグ
ループ設定ファイルの名前を取得します。

ユーザ用に CSFデバイスを設定しない場合、グループ設定をそれらのユーザに適用すること
はできません。

制約事項

はじめる前に

Cisco Unified Communications Managerバージョン 8.6.x以降で次の手順を実行する必要がありま
す。

1 Cisco.comから Cisco Jabber for Windows管理パッケージをダウンロードします。
2 ciscocm.addcsfsupportfield.copを Cisco Jabber for Windows管理パッケージからファ
イルシステムにコピーします。

3 Cisco Unified Communications Managerに ciscocm.addcsfsupportfield.copを展開しま
す。
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COPファイルを展開する手順については、Cisco Unified Communications Managerのマニュアル
を参照してください。

[シスコサポートフィールド（Cisco Support Field）]フィールドは、Cisco Unified Communications
Managerの [電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウにある [デスクトップクライアントの
設定（Desktop Client Settings）]セクションの CSFデバイスに使用できます。

ステップ 1 任意のテキストエディタを使用して XMLグループ設定ファイルを作成します。
グループ設定ファイルには、適切な名前を指定できます（例：jabber-groupa-config.xml）。

メモ •ファイル名には小文字を使用してく
ださい。

• UTF-8エンコードを使用してくださ
い。

ステップ 2 グループ設定ファイルで必須の設定パラメータを定義します。

設定ファイルの構造が有効でない場合、Cisco Jabber for Windowsは定義した設定を読み取ること
ができません。設定ファイルで必要な構造の例については、この章の XMLの例を参照してくだ
さい。

重要

ステップ 3 TFTPサーバ上でグループ設定ファイルをホストします。
a) Cisco Unified Communications Managerの [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]イ
ンターフェイスを開きます。

b) [ソフトウェアのアップグレード（SoftwareUpgrades）] > [TFTPファイル管理（TFTPFileManagement）]
を選択します。

c) [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。
d) [ファイルのアップロード（Upload File）]セクションで [参照（Browse）]を選択します。
e) ファイルシステムにあるグループ設定ファイルを選択します。
f) [ファイルのアップロード（Upload File）]セクションの [ディレクトリ（Directory）]テキストボック
スに値を指定しないでください。

[ディレクトリ（Directory）]テキストボックスに値を指定する場合には、その値をメモしておきます。
Cisco Unified Communications Managerの CSFデバイス構成でグループ設定ファイルを指定する際は、
パスとファイル名を指定する必要があります。

g) [ファイルのアップロード（Upload File）]を選択します。

ステップ 4 [シスコサポートフィールド（Cisco Support Field）] フィールドにグループ設定ファイルの名前を指定し
ます。

一括管理ツールを使用して、グループ設定ファイルを複数のユーザに適用しま

す。

ワンポイントアドバイス

a) [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。
b) [デバイス（Device）] > [電話（Phone）]を選択します。
c) グループ設定ファイルを適用する適切な CSFデバイスを検索して選択します。
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d) [電話の設定（PhoneConfiguration）]ウィンドウの [プロダクト固有の設定（Product SpecificConfiguration
Layout）]セクションを見つけます。

e) [デスクトップクライアントの設定（Desktop Client Settings）]セクションを見つけます。
f) [シスコサポートフィールド（Cisco Support Field）]フィールドに

configurationfile=group_configuration_file_name.xmlを入力します（例：
configurationfile=jabber-groupa-config.xml）。

[シスコサポートフィールド（CiscoSupport Field）]フィールドで複数のエントリを区切るに
は、セミコロンを使用します。ただし、複数のグループ設定ファイルを指定しないでくださ

い。複数のグループ設定ファイルを指定した場合、Cisco Jabber for Windowsでは利用可能な
最初のグループ設定を使用します。

（注）

TFTPサーバ上でデフォルトディレクトリ以外の場所にあるグループ設定ファイルをホストする場合に
は、[シスコサポートフィールド（Cisco Support Field）]フィールドにパスとファイル名を指定する必
要があります（例：configurationfile=/customFolder/jabber-groupa-config.xml）。

g) [保存（Save）]を選択します。

On-Premisesによる展開での TFTP サーバの再起動
Cisco Jabber for Windowsが設定ファイルにアクセスする前に、TFTPサーバを再起動する必要があ
ります。

はじめる前に

TFTPサーバを再起動する前に、次の手順を実行します。

• TFTPサーバを準備します。

• Cisco Jabber for Windowsに必要な設定ファイルを作成します。

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerの [Cisco Unifiedサービスアビリティ（Cisco Unified Serviceability）]
インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ツール（Tools）] > [コントロールセンターの機能サービス（Control Center - Feature Services）]を選択し
ます。

ステップ 3 [CMサービス（CM Services）]セクションから [Cisco Tftp]を選択します。

ステップ 4 [リスタート（Restart）]を選択します。
再起動の確認を求めるウィンドウが表示されます。

ステップ 5 [OK]を選択します。
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「Cisco Tftpサービスの再起動操作が成功しました（Cisco Tftp Service Restart Operation was Successful）」
というステータスが表示されます。

ステップ 6 [更新（Refresh）]を選択し、Cisco Tftpサービスが正常に起動していることを確認します。

次の作業

設定ファイルが TFTPサーバで使用できることを確認するには、任意のブラウザで設定ファイル
を開きます。通常、http://tftp_server_address:6970/jabber-config.xmlのURLに
あるグローバル設定ファイルにアクセスできます。

On-Premisesによる展開の設定
この項では、オンプレミスによる展開での Cisco Jabber for Windowsの設定に関する情報について
説明します。
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ほとんどの環境では、Cisco Jabber for Windowsに設定は必要ありません。 Cisco Jabber for
Windowsの設定ファイルを作成する必要があるのは、次の場合だけです。

重要

• Active Directoryドメインに登録されているワークステーションにCisco Jabber forWindows
をインストールしない場合。

Cisco Jabber forWindowsでは、デフォルトで Enhanced Directory Integrationを使用します。
Active Directoryドメインに登録されているワークステーションにCisco Jabber forWindows
をインストールした場合、Cisco Jabber for Windowsは自動的にディレクトリサービスを
検出し、ドメイン内のグローバルカタログに接続します。

• EDIではなく、CiscoUnifiedCommunicationsManagerユーザデータサービスまたはサポー
トされている別の LDAPディレクトリに接続する場合。

• Cisco Jabber for Windowsがディレクトリサービスを正しく使用できるようにカスタム設
定を指定する必要がある場合。カスタムディレクトリ設定には、次の内容が含まれま

す。

•属性のマッピング

•接続の設定

•連絡先写真の取得の設定

•ディレクトリ検索の設定

•ドメイン内フェデレーションの設定

•次のようなカスタムコンテンツを使用して展開する場合。

•ユーザが問題レポートを送信できるスクリプト

•自動アップデートを有効にするファイル

• HTMLコンテンツを表示するためのカスタム埋め込みタブ

•ユーザが忘れてしまったパスワードをリセットまたは取得できる URL

•次のようなカスタムポリシー設定を使用して展開する場合。

•画面キャプチャの無効化

•ファイル転送の無効化

•ビデオコールの無効化

•展開で認証情報設定を指定する場合。
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設定ファイルの構造

XML 構造

次の XMLスニペットは、設定ファイルの基本構造を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<parameter_name>value</parameter_name>
</Client>
<Directory>
<parameter_name>value</parameter_name>
</Directory>
<Policies>
<parameter_name>value</parameter_name>
</Policies>
</config>

次の表では、設定ファイルの基本構造の要素について説明します。

説明要素

XML宣言。設定ファイルは、標準的な XML形式に準拠
する必要があります。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

使用可能な設定グループを含む、設定 XMLのルート要
素。

ルート要素には、バージョン属性も含める必要がありま

す。

config

Cisco Jabber for Windowsの設定パラメータを含む親要素。

詳細については、「クライアントパラメータ」を参照し

てください。

クライアント

ディレクトリ統合の設定パラメータを含む親要素。

詳細については、「ディレクトリパラメータ」を参照し

てください。

ディレクトリ

ポリシーの設定パラメータを含む親要素。

詳細については、「ポリシーパラメータ」を参照してく

ださい。

ポリシー

設定ファイルの例

次に、オンプレミス導入における Cisco Jabber for Windowsの設定ファイルの例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<UpdateUrl>http://server_name.cisco.com/update.xml</UpdateUrl>
</Client>
<Directory>
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<DirectoryServerType>UDS</DirectoryServerType>
</Directory>
<Policies>
<Screen_Capture_Enabled>false</Screen_Capture_Enabled>
<File_Transfer_Enabled>false</File_Transfer_Enabled>
<Disallowed_File_Transfer_Types>.exe;.msi;.rar;.zip;.mp3</Disallowed_File_Transfer_Types>

<Video_Disabled>false</Video_Disabled>
</Policies>
</config>

前の設定ファイルの例では、Cisco Jabber for Windowsおよび Enhanced Directory Integrationの更新
ファイルのURL、またはサポートされる他のLDAPディレクトリを、ディレクトリサーバとして
指定します。

クライアントパラメータ

次の表に、クライアント要素内で指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ

問題レポートを送信するためのカスタムスクリプトを

指定します。

問題レポートの詳細については、「問題レポートの設

定」を参照してください。

URLPrtLogServerUrl

HTTPサーバ上の自動更新XML定義ファイルへのURL
を指定します。 Cisco Jabber for Windowsでは、この
URLを使用して HTTPサーバから更新 XMLファイル
を取得します。

自動更新の詳細については、「自動更新の設定」を参

照してください。

URLUpdateUrl

プラグイン設定要素が含まれます。

カスタム埋め込みタブを定義し、Cisco Jabber for
Windowsの HTMLコンテンツを表示できます。詳細
については、「カスタム埋め込みタブ」を参照してく

ださい。

プラグイン定義jabber-plugin-config

パスワードを忘れた場合に、パスワードをリセットま

たは取得するためのWebページのURLを指定します。
URLForgot_Password_URL

クライアント設定例

次に、オンプレミス導入でのクライアント設定例を示します。
<Client>
<PrtLogServer>http://server_name.cisco.com/jabber/prt/my_script.php</PrtLogServer>
<UpdateUrl>http://server_name.cisco.com/jabber/updates/my_update.xml</UpdateUrl>
</Client>
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ディレクトリパラメータ

次の表に、ディレクトリ要素内で指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ

展開に対してディレクトリサー

ビスのタイプを指定します。

UDS

Cisco Unified
Communications Manager
ユーザデータサービス

をディレクトリサービス

として使用します。

EDI

次のいずれかです。

• Active Directoryディ
レクトリサービスに

接続します。

•設定ファイルで指定
した追加の接続パラ

メータを使用して

LDAPディレクトリ
サービスに接続しま

す。

EDIがデフォルト値です。

ディレクトリサービスを消費

するように Cisco Jabber for
Windowsを設定する方法の詳細
については、「On-Premisesに
よる展開でのディレクトリ統

合」を参照してください。

EDI

UDS

DirectoryServerType

ディレクトリ設定の例

次に、Cisco Jabber for Windowsが Active Directoryまたは別の LDAPディレクトリサービスに接続
するディレクトリ設定の例を示します。
<Directory>
<DirectoryServerType>EDI</DirectoryServerType>
</Directory>
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次に、Cisco Jabber for Windowsが Cisco Unified Communications Managerユーザデータサービスに
接続するディレクトリ設定の例を示します。
<Directory>
<DirectoryServerType>UDS</DirectoryServerType>
</Directory>

関連トピック

On-Premisesによる展開でのディレクトリ統合, （20ページ）

ポリシーパラメータ

次の表に、ポリシー要素内で指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ

ユーザが画面キャプチャを取得できるかどうかを指

定します。

true

ユーザは画面キャプチャを取得できます。こ

れがデフォルト値です。

false

ユーザは画面キャプチャを取得できません。

true

false

Screen_Capture_Enabled

ユーザが他のユーザとファイルを交換できるかどう

かを指定します。

true

ユーザは他のユーザとファイルを交換できま

す。これがデフォルト値です。

false

ユーザは他のユーザとファイルを交換できま

せん。

true

false

File_Transfer_Enabled

ユーザによる特定のファイルタイプの交換を禁止

します。値として 1つ以上のファイル拡張子を指
定できます。

• .suffixの形式でファイル拡張子を指定しま
す。

例：.exe

•複数のファイル拡張子を区切るには、セミコ
ロンを使用します。

例：.exe;.msi;.rar;.zip

ファイル拡張子Disallowed_File_Transfer_Types
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説明値パラメータ

ユーザがビデオコールを発信できるかどうかを指

定します。

true

ユーザはビデオコールを発信できません。

false

ユーザはビデオコールを発信できます。こ

れがデフォルト値です。

true

false

Video_Disabled

ポリシーの設定例

次に、オンプレミスによる展開でのポリシーの設定例を示します。
<Policies>
<Screen_Capture_Enabled>false</Screen_Capture_Enabled>
<File_Transfer_Enabled>false</File_Transfer_Enabled>
<Disallowed_File_Transfer_Types>.exe;.msi;.rar;.zip;.mp3</Disallowed_File_Transfer_Types>
<Video_Disabled>true</Video_Disabled>
</Policies>

認証情報の設定

電話サービスの認証情報パラメータ

Cisco Unified Communications Managerで指定された電話サービスの認証情報を使用するよう、設
定パラメータを指定することができます。この設定パラメータを指定すると、Cisco Jabber for
Windowsでは、Cisco Unified Communications Managerの電話サービスにアクセスするためにサイ
ンイン認証情報を使用します。そのため、Cisco Jabber for Windowsユーザは、クライアントの電
話サービスに対して認証情報を入力する必要がありません。

次の表に、電話サービスの認証情報で指定できるパラメータについて説明します。
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説明値パラメータ親要素

Cisco Jabber for Windowsが Cisco Unified
Communications Managerの電話サービスにア
クセスするために、サインイン認証情報を使

用することを指定します。

サインイン認証情報と電話サービスの認証情

報が同じであることを確認します。このパラ

メータを設定すると、ユーザは Cisco Jabber
forWindowsに電話サービスの認証情報を指定
できません。

このパラメータは、オンプレミス導

入でしか指定できません。このパ

ラメータは、ハイブリッドクラウ

ドベース導入では無効です。

（注）

プレゼン

ス

PhoneService_
UseCredentialsFrom

CUCM

認証情報の設定例

次に、オンプレミス導入における認証情報の設定例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<CUCM>
<PhoneService_UseCredentialsFrom>presence</PhoneService_UseCredentialsFrom>

</CUCM>
</config>

Cisco Unified Presenceでのボイスメール認証情報の同期

この項は、Cisco Unified Presenceと統合するオンプレミス導入にのみ適用されます。

本リリース以降、オンプレミス導入では、ボイスメール認証情報のパラメータを指定できなくな

りました。ただし、Cisco Unified Presenceの Cisco Jabber for Windowsユーザに対しては、ボイス
メール認証情報ソースを指定できます。

Cisco Unified Presenceでボイスメール認証情報ソースを指定するには、次の手順を実行します。

1 [Cisco Unified Presenceの管理（Cisco Unified Presence Administration）]インターフェイスを開き
ます。

2 [アプリケーション（Application）] > [Cisco Jabber] > [設定（Settings）]の順に選択します。

Cisco Unified Presenceのバージョンによっては、このパスは次のようになります。[アプリケー
ション（Application）] > [Cisco Unified Personal Communicator] > [設定（Settings）]

3 Cisco Jabberの [設定（Settings）]セクションの [ボイスメールサービスの認証情報ソース
（Credentials source for voicemail service）]ドロップダウンリストから [CUP]を選択します。

このオプションは、Cisco Unified Presenceのユーザ認証情報が、ユーザのボイスメール認証情
報と一致することを指定します。
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[ボイスメールサービスの認証情報ソース（Credentials source for voicemail service）]ドロップ
ダウンリストから [Webカンファレンシング（Web Conferencing）]を選択しないでください。
Cisco Jabber for Windowsは現在、Webカンファレンシング認証情報との同期をサポートしてい
ません。

（注）

Cisco Unified Communications Managerでのボイスメール認証情報の同期

この項は、Cisco Unified Communications Managerバージョン 9.0以降と統合するオンプレミス導入
に適用されます。

本リリース以降、オンプレミス導入では、ボイスメール認証情報のパラメータを指定できなくな

りました。ただし、Cisco Unified Presenceの Cisco Jabber for Windowsユーザに対しては、ボイス
メール認証情報ソースを指定できます。

Cisco Unified Communications Managerでボイスメール認証情報ソースを指定するには、次の手順
を実行します。

1 [Cisco Unified CMの管理（Cisco Unified CM Administration）]インターフェイスを開きます。

2 [ユーザ管理（User Management）] > [ユーザ設定（User Settings）] > [サービスプロファイル
（Service Profile）]の順に選択します。

3 適切なサービスプロファイルを選択し、[サービスプロファイルの設定（Service Profile
Configuration）]ウィンドウを開きます。

4 [ボイスメールのプロファイル（Voicemail Profile）]セクションの [ボイスメールサービスの認
証情報ソース（Credentials source for voicemail service）]ドロップダウンリストから、[Unified
CM - IMおよびプレゼンス（Unified CM - IM and Presence）]を選択します。

このオプションでは、ユーザのインスタントメッセージングおよびプレゼンス認証情報が、

ユーザのボイスメール認証情報と一致することを指定します。

[ボイスメールサービスの認証情報ソース（Credentials source for voicemail service）]ドロップ
ダウンリストから [Webカンファレンシング（Web Conferencing）]を選択しないでください。
Cisco Jabber for Windowsは現在、Webカンファレンシング認証情報との同期をサポートしてい
ません。

（注）

自動更新の設定

自動更新を有効にするには、最新バージョン（HTTPサーバのインストールパッケージのURLを
含む）の情報が含まれている XMLファイルを作成します。ユーザがサインインしたり、コン
ピュータをスリープモードから再開したり、[ヘルプ（Help）]メニューから手動による更新要求
を実行したりすると、Cisco Jabber for Windowsによって XMLファイルが取得されます。
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自動更新の XMLファイルでは、次の形式を使用します。
<JabberUpdate>
<LatestBuildNum>value</LatestBuildNum>
<LatestVersion>value</LatestVersion>
<Message><![CDATA[your_html]]></Message>
<DownloadURL>value</DownloadURL>
</JabberUpdate>

はじめる前に

Cisco Jabber for Windowsの自動更新を設定するには、HTTPサーバをインストールし、XMLファ
イルとインストールパッケージをホストするように設定しておく必要があります。

ステップ 1 HTTPサーバ上で適切なインストールパッケージをホストします。

ステップ 2 任意のテキストエディタを使用して更新の XMLファイルを作成します。

ステップ 3 LatestBuildNum要素の値として更新のビルド番号を指定します。

ステップ 4 LatestVersion要素の値として更新のバージョン番号を指定します。

ステップ 5 Message要素の値として HTMLを <![CDATA[your_html]]>の形式で指定します。

ステップ 6 DownloadURL要素の値として HTTPサーバのインストールパッケージの URLを指定します。

ステップ 7 更新の XMLファイルを保存して閉じます。

ステップ 8 HTTPサーバ上で更新の XMLファイルをホストします。

ステップ 9 設定ファイルの UpdateUrlパラメータの値として更新の XMLファイルを指定します。

次に、自動更新を設定するための XMLの例を示します。
<JabberUpdate>
<LatestBuildNum>12345</LatestBuildNum>
<LatestVersion>9.0.1</LatestVersion>
<Message><![CDATA[<b>This new version of Cisco Jabber lets you do the
following:</b><ul><li>Feature 1</li><li>Feature 2</li></ul>For
more information click <a target="_blank"
href="http://cisco.com/go/jabber">here</a>.]]></Message>
<DownloadURL>http://server_name/CiscoJabberSetup.msi</DownloadURL>
</JabberUpdate>

設定ファイルの例

次に、Cisco Jabber for Windowsのオンプレミス導入の設定ファイルの例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<PrtLogServerUrl>http://server_name.domain.com/prt_script.php</PrtLogServerUrl>
<UpdateUrl>http://server_name.domain.com/update.xml</UpdateUrl>
<Forgot_Password_URL>http://server_name.domain.com/password.html</Forgot_Password_URL>
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="false" preload="true">
<tooltip>Cisco WebEx</tooltip>
<icon>http://server_name.cisco.com/icon.png</icon>
<url>http://www.webex.com</url>

</page>
<page refresh="true" preload="true">
<tooltip>Cisco</tooltip>
<icon>http://server_name.cisco.com/logo.gif</icon>
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<url>http://www.cisco.com</url>
</page>
<page refresh="true" preload="false">
<tooltip>Cisco Jabber for Windows</tooltip>
<icon>http://server_name.cisco.com/jabber.png</icon>
<url>http://www.cisco.com/en/US/prod/voicesw/ps6789/jabber_windows.html</url>

</page>
<page refresh="false" preload="false">
<tooltip>Cisco Jabber</tooltip>
<icon>http://server_name.cisco.com/jabber.png</icon>
<url>http://www.cisco.com/web/products/voice/jabber.html</url>

</page>
</browser-plugin>

</jabber-plugin-config>
</Client>
<Directory>
<DirectoryServerType>EDI</DirectoryServerType>
<BusinessPhone>aNonDefaultTelephoneNumberAttribute</BusinessPhone>
<PhotoUriSubstitutionEnabled>true</PhotoUriSubstitutionEnabled>
<PhotoUriSubstitutionToken>cn</PhotoUriSubstitutionToken>
<PhotoUriWithToken>http://staffphoto.example.com/cn.jpg</PhotoUriWithToken>

</Directory>
<Policies>
<Disallowed_File_Transfer_Types>.exe;.msi</Disallowed_File_Transfer_Types>

</Policies>
</config>

On-Premisesによる展開でのディレクトリ統合
Cisco Jabber for Windowsのオンプレミスによる展開では、ディレクトリサービスが必要です。
Cisco Jabber for Windowsでは、次のディレクトリサービスをサポートしています。

• Enhanced Directory Integration（EDI）

• Cisco Unified Communications Managerユーザデータサービス（UDS）

DirectoryServerTypeパラメータを使用して、Cisco Jabber for Windowsが設定ファイルで使用する
ディレクトリタイプを指定します。 DirectoryServerTypeの値として UDSまたは EDIを指定でき
ます。詳細については、「ディレクトリパラメータ」を参照してください。
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ほとんどの環境では、Cisco Jabber for Windowsに設定は必要ありません。 Cisco Jabber for
Windowsの設定ファイルを作成する必要があるのは、次の場合だけです。

重要

• Active Directoryドメインに登録されているワークステーションにCisco Jabber forWindows
をインストールしない場合。

Cisco Jabber forWindowsでは、デフォルトで Enhanced Directory Integrationを使用します。
Active Directoryドメインに登録されているワークステーションにCisco Jabber forWindows
をインストールした場合、Cisco Jabber for Windowsは自動的にディレクトリサービスを
検出し、ドメイン内のグローバルカタログに接続します。

• EDIではなく、CiscoUnifiedCommunicationsManagerユーザデータサービスまたはサポー
トされている別の LDAPディレクトリに接続する場合。

• Cisco Jabber for Windowsがディレクトリサービスを正しく使用できるようにカスタム設
定を指定する必要がある場合。カスタムディレクトリ設定には、次の内容が含まれま

す。

•属性のマッピング

•接続の設定

•連絡先写真の取得の設定

•ディレクトリ検索の設定

•ドメイン内フェデレーションの設定

EDIディレクトリ統合
EDIは、ネイティブのMicrosoft Windows APIを使用し、Microsoft Active Directoryから連絡先デー
タを取得します。

EDIのための Cisco Jabber for Windowsの設定

デフォルトでは、EDIに接続するために設定ファイルを作成する必要はありません。ActiveDirectory
ドメインに登録されているワークステーションに Cisco Jabber for Windowsをインストールした場
合、Cisco Jabber for Windowsは自動的にディレクトリサービスを検出し、ドメイン内のグローバ
ルカタログに接続します。ただし、次の手順に従い、Cisco Jabber for Windows設定ファイルにカ
スタム設定を指定することもできます。

•属性のマッピング

属性マッピングのパラメータを参照してください。

•接続の設定

ディレクトリ接続パラメータを参照してください。
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•クエリー設定

ディレクトリクエリーパラメータを参照してください。

•連絡先の写真の解像度

連絡先の写真のパラメータを参照してください。

•ドメインフェデレーション

ドメインフェデレーションパラメータを参照してください。

ディレクトリからの属性の取得

Cisco Jabber for Windowsがディレクトリから属性を取得できることを確認する必要があります。

グローバルカタログ

デフォルトでは、Cisco Jabber for Windowsはグローバルカタログサーバに接続します。デ
フォルト設定を使用する場合は、すべての属性がグローバルカタログサーバに常駐するこ

とを確認する必要があります。

Microsoft Active Directory Schemaスナップインなどの適切なツールを使用すると、属性をグ
ローバルカタログサーバに複製できます。

グローバルカタログサーバに属性を複製すると、ドメイン内のActive
Directoryサーバ間にトラフィックが発生します。

（注）

Active Directory Schemaスナップインを使用し、グローバルカタログサーバに属性を複製す
る方法については、適切なMicrosoftドキュメントを参照してください。

ドメインコントローラ

次の場合は、Cisco Jabber for Windowsを設定し、ドメインコントローラに接続できます。

•グローバルカタログサーバに接続したくない。

•グローバルカタログサーバに属性を複製したくない。

ドメインコントローラに接続するよう Cisco Jabber for Windowsを設
定した場合は、Cisco Jabber for Windowsは 1つのドメインにのみクエ
リーを送信します。

（注）

ドメインコントローラに接続するよう Cisco Jabber for Windowsを設定するには、
ConnectionTypeパラメータの値として「1」を指定します。詳細については、「ディレクト
リ接続パラメータ」を参照してください。
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属性のインデックス化

ディレクトリの連絡先の解像度に使用する属性は、必ずインデックス化してください。

デフォルトの属性マッピングを使用する場合は、次の属性がインデックス化されていることを確

認します。

• sAMAccountName

• telephoneNumber

さらに、セカンダリ番号クエリーについては、次の属性もインデックス化する必要がありま

す。

• otherTelephone

• mobile

• homePhone

セカンダリ番号クエリーは Cisco Jabber for Windowsではデフォルトで有効に
なっています。セカンダリ番号クエリーは、DisableSecondaryNumberLookups
パラメータで無効にすることができます。

（注）

• msRTCSIP-PrimaryUserAddress

ドメイン内フェデレーションのみ、msRTCSIP-PrimaryUserAddressをインデックス化する必
要があります。

UDSディレクトリ統合
UDSは、連絡先を解決する Cisco Unified Communications Managerのインターフェイスです。
Microsoft Active Directoryまたは別の LDAPディレクトリソースから連絡先データを Cisco Unified
Communications Managerに同期させます。その後、Cisco Jabber for Windowsでは、UDSインター
フェイスを使用して Cisco Unified Communications Managerから連絡先データを直接取得します。

UDSとの統合の有効化

UDSとの統合を有効にするには、次の手順を実行します。

1 Cisco Unified Communications Managerでディレクトリソースを作成します。

2 連絡先データを Cisco Unified Communications Managerに同期させます。

3 Cisco Jabber for Windows設定ファイルの DirectoryServerTypeパラメータの値として UDSを指
定します。

同期の実行後、連絡先データが Cisco Unified Communications Managerに格納されます。その後、
Cisco Jabber for Windowsは自動的に UDSに接続し、すべての連絡先の解決を実行します。 UDS
を使用するために他のサーバ設定タスクを実行する必要はありません。
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連絡先の写真の取得

UDSと統合する場合に連絡先写真を取得するには、Cisco Jabber for Windowsを設定する必要があ
ります。詳細については、「UDSによる連絡先写真の取得」を参照してください。

複数のクラスタでの連絡先の解決

複数の Cisco Unified Communications Managerクラスタでの連絡先の解決では、社内ディレクトリ
のすべてのユーザを各 Cisco Unified Communications Managerクラスタに同期させます。その後、
適切なCiscoUnifiedCommunicationsManagerクラスタにこれらのユーザのサブセットをプロビジョ
ニングします。

たとえば、組織のユーザが 40,000人とします。 20,000人のユーザが北米にいます。 20,000人の
ユーザがヨーロッパにいます。組織の各場所に次の Cisco Unified Communications Managerクラス
タがあります。

• cucm-cluster-na（北米）

• cucm-cluster-eu（ヨーロッパ）

この例では、40,000人のすべてのユーザを両方のクラスタに同期させます。その後、北米の20,000
人のユーザを cucu-cluster-naにヨーロッパの 20,000人のユーザを cucm-cluster-euにプロビジョニ
ングします。

ヨーロッパのユーザが北米のユーザにコールすると、Cisco Jabber for Windowsが cucu-cluster-naか
らヨーロッパのユーザの連絡先詳細を取得します。

北米のユーザがヨーロッパのユーザにコールすると、Cisco Jabber for Windowsが cucu-cluster-euか
ら北米のユーザの連絡先詳細を取得します。

LDAP ディレクトリ統合
Cisco Jabber for Windowsでは、匿名バインドを使用した、OpenLDAPとのディレクトリ統合をサ
ポートしています。

OpenLDAPとのディレクトリ統合では、Cisco Jabber for Windows設定ファイルで特定のパラメー
タを定義する必要があります。少なくとも次の手順を実行する必要があります。

• DirectoryServerTypeパラメータの値として EDIを設定します。

• ConnectionTypeパラメータの値として 1を指定します。

• UseWindowsCredentialsパラメータの値として 0を指定します。今回のリリースから Cisco
Jabber forWindowsでは、匿名バインドを使用したOpenLDAPとのディレクトリ統合がサポー
トされています。このため、設定ファイルで認証情報を指定しないでください。

• SearchBase1パラメータの値として、ディレクトリサービスのルートまたは組織単位（OU）
を指定します。

•適切な属性のマッピングをすべて指定します。たとえば、デフォルトでは、UserAccountName
パラメータの値は sAMAccountNameです。 OpenLDAPと統合するには、この値を、ユーザ
名があるディレクトリサービスの属性（例：uid）に変更する必要があります。
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• BaseFilterパラメータの値を指定します。指定する値は、ディレクトリサービスで使用する
オブジェクトクラス（例：inetOrgPerson）に合わせる必要があります。

• PredictiveSearchFilterパラメータの値を指定します。

次に、OpenLDAPと統合するための設定例を示します。
<Directory>
<DirectoryServerType>EDI</DirectoryServerType>
<ConnectionType>1</ConnectionType>
<PrimaryServerName>10.53.57.181</PrimaryServerName>
<UseWindowsCredentials>0</UseWindowsCredentials>
<UseSecureConnection>1</UseSecureConnection>
<SearchBase1>ou=people,dc=cisco,dc=com</SearchBase1>
<UserAccountName>uid</UserAccountName>
<BaseFilter>(&amp;(objectClass=inetOrgPerson)</BaseFilter>
<PredictiveSearchFilter>uid</PredictiveSearchFilter>

</Directory>

Cisco Jabber forWindowsを設定する前に、LDAPの実装を検討し、スキーマの特性を決定します。
ディレクトリサービスに接続するための要件を確認した後、次のように設定ファイルで指定でき

る設定を確認します。

•属性のマッピング

属性マッピングのパラメータを参照してください。

•接続の設定

ディレクトリ接続パラメータを参照してください。

•クエリー設定

ディレクトリクエリーパラメータを参照してください。

•連絡先の写真の解像度

連絡先の写真のパラメータを参照してください。

•ドメインフェデレーション

ドメインフェデレーションパラメータを参照してください。

ドメインネームシステムの設定

Cisco Jabber for Windowsが組織全体のディレクトリ検索を実行するためには、クライアントアプ
リケーションが組織のすべてのユーザの情報にアクセスできるディレクトリサービスに接続する

必要があります。ほとんどの展開シナリオでは、Cisco Jabber for Windowsによってユーザのワー
クステーションのUSERDNSDOMAIN環境変数からドメイン名が取得されます。USERDNSDOMAIN
の値により、Cisco Jabber for Windowsはドメイン内のグローバルカタログまたは LDAPサービス
を検索します。

デフォルトでは、Cisco Jabber for Windowsはグローバルカタログを検索します。 LDAPサー
ビスを検索するように Cisco Jabber for Windowsを設定する必要があります。

（注）
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場合によっては、USERDNSDOMAIN環境変数の値は、フォレスト全体のドメイン名に対応する
DNSドメイン名に解決されません。たとえば、この設定は、組織がサブドメインまたはリソース
ドメインを使用する場合に発生します。このような設定では、USERDNSDOMAIN環境変数は、
親ドメインではなく子ドメインに解決されます。このタイプの設定が発生すると、Cisco Jabber
for Windowsは組織のすべてのユーザの情報にアクセスできません。

USERDNSDOMAIN環境変数が子ドメインに解決される場合、次のいずれかの設定オプションを
使用して、Cisco Jabber for Windowsが親ドメインのサービスに接続できるようにします。

•親ドメインの FQDNを使用するように Cisco Jabber for Windowsを設定します。

この設定を実行するには、PrimaryServerNameパラメータの値として親ドメインの FQDNを
指定します。詳細については、「ディレクトリ接続パラメータ」のトピックを参照してくだ

さい。

• Cisco Jabber for WindowsによるグローバルカタログまたはLDAPサービスの要求時に組織の
すべてのユーザにアクセスできるサーバに Cisco Jabber for Windowsを転送するように、DNS
サーバを設定します。

•グローバルカタログまたはLDAPサービスが組織のすべてのユーザにアクセスできることを
確認します。

DNSサーバの設定に関する詳細については、次のMicrosoftのマニュアルを参照してください。

• Configuring DNS for the Forest Root Domain

• Assigning the Forest Root Domain Name

• Deploying a GlobalNames Zone

• Support for DNS Namespace planning in Microsoft server products

関連トピック

Configuring DNS for the Forest Root Domain
Assigning the Forest Root Domain Name
Deploying a GlobalNames Zone
Support for DNS Namespace planning in Microsoft server products

属性マッピングのパラメータ

Cisco Jabber for Windowsのデフォルト属性マッピングを変更できます。たとえば、デフォルトで
は、Cisco Jabber for Windowsは BusinessPhoneパラメータをディレクトリの telephoneNumber属性
にマッピングします。マッピングを行った結果、Cisco Jabber for Windowsは、特定ユーザの
telephoneNumber属性の値をディレクトリから取得します。その後 Cisco Jabber for Windowsは、
ユーザプロファイルの職場の電話番号として、この値を表示します。職場の電話番号に対し、

telephoneNumber以外の属性が使用されている組織では、設定ファイルのマッピングを変更する必
要があります。

次の表に、ディレクトリ属性をマッピングするためのパラメータを説明します。
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デフォルト値パラメータ

cnCommonName

displayNameDisplayName

givenNameFirstname

snLastname

mailEmailAddress

msRTCSIP-PrimaryUserAddressSipUri

thumbnailPhotoPhotoSource

telephoneNumberBusinessPhone

mobileMobilePhone

homePhoneHomePhone

otherTelephoneOtherPhone

titleTitle

companyCompanyName

sAMAccountNameUserAccountName

userPrincipalNameDomainName

coLocation

mailNicknameNickname

postalCodePostalCode

stState

StreetAddressStreetAddress

ディレクトリ接続パラメータ

次の表に、ディレクトリ接続を設定するためのパラメータを示します。
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説明値パラメータ

Cisco Jabber for Windowsがグローバルカ
タログサーバまたはドメインコントロー

ラに接続するかどうかを指定します。

0

グローバルカタログサーバに接続し

ます。これがデフォルト値です。

1

ドメインコントローラサーバに接続

します。

0

1

ConnectionType

ディレクトリ接続用にプライマリサーバ接

続の完全修飾ドメイン名または IPアドレ
スを指定します。

Cisco Jabber for Windowsでプライマリサー
バが自動的に検出されない場合に、このパ

ラメータを指定する必要があります。

完全修飾ドメイ

ン名

IPアドレス

PrimaryServerName

ディレクトリ接続用にバックアップサーバ

接続の完全修飾ドメイン名または IPアド
レスを指定します。

Cisco Jabber for Windowsでバックアップ
サーバが自動的に検出されない場合に、こ

のパラメータを指定する必要があります。

完全修飾ドメイ

ン名

IPアドレス

SecondaryServerName

プライマリサーバポートを指定します。

Cisco Jabber for Windowsでプライマリサー
バが自動的に検出されない場合に、このパ

ラメータを指定する必要があります。

ポート番号ServerPort1

バックアップサーバポートを指定します。

Cisco Jabber for Windowsでバックアップ
サーバが自動的に検出されない場合に、こ

のパラメータを指定する必要があります。

ポート番号ServerPort2
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説明値パラメータ

Cisco Jabber for WindowsでMicrosoft
Windowsのユーザ名とパスワードを使用す
るかどうかを指定します。

0

指定した認証情報を

ConnectionUsernameと
ConnectionPasswordの各パラメータの
値として使用します。

1

Microsoft Windows認証情報を使用し
ます。これがデフォルト値です。

0

1

UseWindowsCredentials

Windows認証情報を使用しない場合、ディ
レクトリに接続するためのユーザ名を指定

します。

UseWindowsCredentialsパラメータの値とし
て 0を設定した場合には、ディレクトリに
接続するためのユーザ名を指定する必要が

あります。

Cisco Jabber for Windowsでは、設
定ファイルで指定した認証情報を

暗号化せず、その認証情報をプレー

ンテキストでログファイルに書き

込みます。設定ファイルで認証情

報を指定した場合、Cisco Jabber for
Windowsのすべてのユーザが使用
できる読み取り専用の共有ディレ

クトリを使用します。

重要

ユーザ名ConnectionUsername
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説明値パラメータ

Windows認証情報を使用しない場合、ディ
レクトリに接続するためのユーザ名に対応

するパスワードを指定します。

UseWindowsCredentialsパラメータの値とし
て 0を設定した場合には、ディレクトリに
接続するためのパスワードを指定する必要

があります。

Cisco Jabber for Windowsでは、設
定ファイルで指定した認証情報を

暗号化せず、その認証情報をプレー

ンテキストでログファイルに書き

込みます。設定ファイルで認証情

報を指定した場合、Cisco Jabber for
Windowsのすべてのユーザが使用
できる読み取り専用の共有ディレ

クトリを使用します。

重要

パスワードConnectionPassword

Cisco Jabber for Windowsでディレクトリへ
のセキュア接続にSSLを使用するかどうか
を指定します。

0

SSLを使用しません。これがデフォ
ルト値です。

1

SSLを使用します。

0

1

UseSSL

Cisco Jabber for Windowsで認証、クエリー
データなどのネットワーク上のすべての

データを暗号化するかどうかを指定しま

す。

0

セキュア接続を使用します。これが

デフォルト値です。

1

セキュア接続を使用しません。

0

1

UseSecureConnection
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接続の設定

Cisco Jabber for Windowsでは、組織のビジネスニーズをサポートするため、ディレクトリ接続設
定を定義できます。ディレクトリサービスの接続を定義、認証をカスタマイズ、SSLを使用、グ
ローバルカタログの代わりにドメインコントローラに接続するなどできます。

カスタム接続設定を定義できる Cisco Jabber for Windowsパラメータのリストについては、「ディ
レクトリ接続パラメータ」を参照してください。

サーバ接続の指定

ディレクトリで自動検出がサポートされていない場合は、設定ファイルにプライマリサーバとセ

カンダリサーバを指定できます。設定ファイルの次のパラメータの値として、プライマリおよび

セカンダリサーバ接続を指定します。

• PrimaryServerName

• ServerPort1

• SecondaryServerName

• ServerPort2

Cisco Jabber for Windowsは、起動するたびにプライマリサーバに接続しようと試行します。プラ
イマリサーバが使用できない場合は、Cisco Jabber for Windowsはセカンダリサーバへの接続を試
行します。セカンダリサーバに正常に接続できれば、Cisco Jabber for Windowsは次回再起動され
るまでセカンダリサーバへの接続を保持します。

グローバルカタログまたはドメインコントローラサーバへの接続

Cisco Jabber for Windowsは、デフォルトではグローバルカタログサーバに接続します。グロー
バルカタログサーバは、Microsoft Windowsドメインフォレスト内の全ユーザのプライマリディ
レクトリ属性を保持しています。

必要であれば、Cisco Jabber for Windowsをグローバルカタログサーバではなくドメインコント
ローラサーバに接続するよう設定できます。設定ファイルで、Cisco Jabber forWindowsをグロー
バルカタログサーバに接続するか、またはドメインコントローラサーバに接続するかを、

ConnectionTypeパラメータで指定します。

グローバルカタログサーバおよびドメインコントローラサーバへの接続に使用するデフォルト

ポートは次のとおりです。

•グローバルカタログ：3268

•ドメインコントローラ：389

暗号化および SSL の使用

デフォルトでは、Cisco Jabber for Windowsは、ディレクトリ認証およびクエリデータを含むネッ
トワーク上のすべてのデータを暗号化します。UseSecureConnectionパラメータを使用すると、セ
キュア接続を使用してネットワーク上のすべてのデータを暗号化するかどうかを指定できます。
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必要であれば、ディレクトリへの接続にSSLを使用できます。UseSSLパラメータを使用すると、
SSL接続を使用できます。SSLは、グローバルカタログサーバ、ドメインコントローラサーバ、
またはその他の LDAPサーバで使用できます。ただし、SSL接続証明書がMicrosoft Windows証
明書ストアになくてはなりません。MicrosoftWindowsドメインでは、SSL接続証明書は、通常は
クライアントコンピュータの証明書ストアにあります。

グローバルカタログおよびドメインコントローラサーバへの SSL接続のデフォルトプロトコ
ルおよびポートは、次のとおりです。

グローバルカタログ

プロトコル：TCP
ポート番号：3269

ドメインコントローラ

プロトコル：TCP
ポート番号：636

接続認証情報の指定

デフォルトでは、Client Services FrameworkではMicrosoft Windowsのユーザ名とパスワードを使
用し、ディレクトリサービスに接続します。Microsoft Windowsの認証情報を使用したくない場
合は、接続ユーザ名とパスワードを指定できます。EDI以外のディレクトリサービスにアクセス
する場合と、すべてのユーザに対して同じ認証情報のセットを使用する場合に、接続ユーザ名と

パスワードを指定する必要があります。

UseWindowsCredentialsパラメータは、MicrosoftWindowsの認証情報を使用してディレクトリに接
続するかどうかを指定します。

次のパラメータにより、ディレクトリに接続するためのカスタム認証情報を指定することができ

ます。

• ConnectionUsername

• ConnectionPassword

ディレクトリクエリーパラメータ

次の表に、Cisco Jabber forWindowsでのディレクトリへのクエリー方法を設定するためのパラメー
タを示します。
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説明値パラメータ

Active Directoryクエリーの基本フィルタを
指定します。

ディレクトリのサブキー名のみを指定し、

Active Directoryへのクエリーの実行時に
ユーザオブジェクト以外のオブジェクトを

取得します。

デフォルト値は

(&amp;(objectCategory=person)です。

設定ファイルには、有効な XML文字実体
参照のみを含めることができます。カスタ

ム基本フィルタを指定する場合には、&の
代わりに &amp;を使用します。

Cisco Jabber for Windows設定ファイルで閉
じカッコを指定した場合、基本フィルタか

らクエリー結果が返されないことがありま

す。たとえば、この問題は、基本フィルタ
(&amp;(memberOf=CN=UCFilterGroup,OU=DN))
を指定した場合に発生することがありま

す。

この問題を解決するには、
(&amp;(memberOf=CN=UCFilterGroup,OU=DN)
のように閉じカッコを削除します。

基本フィルタBaseFilter
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説明値パラメータ

予測検索クエリーに適用するサーチフィル

タを定義します。

デフォルト値は anr=です。

Cisco Jabber for Windowsで予測検索が実行
されると、（ANR）を使用してクエリーが
発行されます。このクエリーにより、検索

文字列のあいまい性が除去され、ディレク

トリサーバで ANRに対して設定されてい
る属性と一致する結果が返されます。

Cisco Jabber for Windowsで ANRに
対して設定されていない属性が検

索されるようにする場合には、

ANRに対してこれらの属性を設定
するようにディレクトリサーバを

設定する必要があります。

重要

ANRの詳細については、次のMicrosoftの
マニュアルを参照してください。

• Ambiguous Name Resolution for LDAP in
Windows 2000

• LDAP Referrals（「Ambiguous Name
Resolution」の項を参照）

• Common Default Attributes Set for Active
Directory and Global Catalog

サーチフィルタPredictiveSearchFilter

携帯電話番号、自宅の電話番号、他の電話

番号などの仕事用の番号を使用できない場

合に、ユーザが代替連絡先番号を検索でき

るかどうかを指定します。

0

ユーザは代替連絡先番号を検索でき

ます。これがデフォルト値です。

1

ユーザは代替連絡先番号を検索でき

ません。

0

1

DisableSecondaryNumberLookups
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説明値パラメータ

ユーザが電話番号を検索するときに使用す

るマスクを指定します。

たとえば、ユーザが +14085550100からの
コールを受信するとします。ただし、

Active Directoryでは、この番号は +(1) 408
555 0100です。 +14081+(#) ### ### ####の
マスクにより、連絡先が見つかるようにな

ります。

マスク文字列の長さは、レジストリサブ

キー名のサイズ制限を超えることはできま

せん。

詳細については、「電話マスク」を参照し

てください。

マスク文字列PhoneNumberMasks

クエリのタイムアウト時間を秒数で指定し

ます。

デフォルト値は 5です。

秒数SearchTimeout

ワイルドカード検索を有効にするかどうか

を指定します。

0

ワイルドカードを使用しません。こ

れがデフォルト値です。

1

ワイルドカードを使用します。

値として 1を設定した場合に、特に
ユーザが、インデックスが作成され

ていないディレクトリ属性を検索す

ると、LDAPでの検索速度に影響が
出ることがあります。

ワイルドカードの代わりに、電話番号のマ

スクを使用できます。

0

1

UseWildcards
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説明値パラメータ

検索が開始されるディレクトリサーバの場

所を指定します。つまり、検索ベースは

Cisco Jabber for Windowsで検索を実行する
ルートです。

デフォルトでは、Cisco Jabber for Windows
はディレクトリツリーのルートから検索し

ます。 OUでは、最大 5つの検索ベースの
値を指定して、デフォルトの動作を上書き

できます。

重要 • Active Directoryでは、通常、
検索ベースを指定する必要は

ありません。 Active Directory
を使用する際、特定のパフォー

マンス要件がある場合にのみ

検索ベースを指定します。

• Active Directory以外のディレ
クトリサーバに対して検索

ベースを指定する必要があり

ます。 Active Directory以外の
ディレクトリサーバでは、

ディレクトリの特定の場所へ

のバインディングの作成に検

索ベースが必要です。

OUを指定して検索を特定のユー
ザグループに制限することができ

ます。たとえば、インスタント

メッセージが有効になっている

ユーザのみを選択する場合、OU
にこれらのユーザを含めてから、

それらを検索ベースとして指定で

きます。

ヒン

ト

ディレクトリツ

リーで検索可能

な組織単位

（OU）

SearchBase1 SearchBase2
SearchBase3 SearchBase4
SearchBase5

電話マスク

Cisco Jabber for Windowsで PhoneNumberMasksパラメータを使用して電話番号のディレクトリを
検索するときに使用するマスクを設定できます。

電話マスクは、Cisco Jabber forWindowsでディレクトリを検索する前に電話番号に適用されます。
電話マスクを正しく設定すると、クエリーが完全に一致するため、ディレクトリ検索が成功し、

ディレクトリサーバのパフォーマンスへの影響が回避されます。
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次の表に、電話マスクに含めることができる要素を示します。

説明要素

番号パターンを設定してディレクトリから電話番号を取得します。

電話マスクを追加するには、マスクを適用する番号パターンを指定します。

たとえば、+1408で始まる検索に対してマスクを指定するには、+1408|+(#) ### ###
####のマスクを使用します。

桁数が同じでもパターンが異なる電話番号をマスクで処理できるようにするには、

桁数が同じ複数のマスクを使用します。

たとえば、会社にサイト Aとサイト Bがあるとします。各サイトでは、次のよう
に電話番号の形式が異なる個別のディレクトリを管理します。

+(1) 408 555 0100
+1-510-5550101

+1408|+(#) ### ### ####|+1510|+#-###-#######のマスクにより、両方の番号を正し
く使用できます。

電話番号パ

ターン

番号パターンとマスクを区切ります。

たとえば、+1408|+(#) ### ### ####|+34|+(##) ### ####です。

パイプ記号

（|）

一致すると思われる文字のサブセットの代わりに 1つ以上の文字を使用します。

電話マスクで任意のワイルドカード文字を使用できます。

たとえば、アスタリスク（*）は、1つ以上の文字を表し、+3498|+##*##*###*####
のようにマスクに適用できます。ワイルドカードとともにこのマスクを使用する

と、電話番号検索で次のいずれかの形式と一致します。

+34(98)555 0199
+34 98 555-0199
+34-(98)-555.0199

ワイルド

カード文字

番号パターンを右から左に適用します。

たとえば、+34985550199に +3498|R+34 (98) 559 ####のマスクを適用すると、+34
(98) 559 0199が取得されます。

順マスクと逆マスクの両方を使用できます。

逆マスク

関連トピック

Ambiguous Name Resolution for LDAP in Windows 2000
LDAP Referrals
Common Default Attributes Set for Active Directory and Global Catalog
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連絡先の写真のパラメータ

次の表に、Cisco Jabber for Windowsが連絡先の写真を取得する方法を設定するパラメータについ
て説明します。

説明値パラメータ

写真URIの代替が有効であるかどうかを指
定します。

true

写真 URIの代替が有効。

false

写真 URIの代替が無効であるかどう
かを指定します。これがデフォルト

値です。

写真 URIの代替は、ディレクトリ統合に
EDIを使用する場合にのみサポートされま
す。写真 URIの代替の詳細については、
「EDIによる連絡先写真の取得」トピック
の「URI置換」の項を参照してください。

true

false

PhotoUriSubstitutionEnabled

写真URIに挿入するディレクトリ属性を指
定します（sAMAccountNameなど）。

ディレクトリ属

性

PhotoUriSubstitutionToken

変数値としてディレクトリ属性を使用す

る、写真 URIを指定します
（http://staffphoto.example.com/sAMAccountName.jpg
など）。

写真 URIの代替を設定するには、
PhotoUriSubstitutionTokenの値としてディレ
クトリ属性を設定します。

UDSで連絡先の写真を解決するには、連絡
先の写真の URLのフォーマットを
PhotoUriWithTokenパラメータの値として
指定する必要があります。詳細について

は、「UDSによる連絡先写真の取得」を参
照してください。

URIPhotoUriWithToken
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写真の形式と寸法

Cisco Jabber forWindowsでは、一般的なファイル形式（JPG、PNG、BMP、GIFなど）のほとんど
で写真を表示できます。

GIF形式の連絡先の写真は、最適な品質ではないことがあります。最適な品質を得るには、連
絡先の写真として PNG形式を使用する必要があります。

重要

Cisco Jabber for Windowsの連絡先の写真の最適な寸法は 128 x 128ピクセルです。 Cisco Jabber for
Windowsは、128 x 128ピクセルよりも大きい画像を自動的にサイズ変更します。

EDIによる連絡先写真の取得
このトピックでは、EDIまたは別のLDAPディレクトリを使用する場合にCisco Jabber forWindows
で連絡先写真を取得する方法について説明します。

取得方法

Cisco Jabber for Windowsでは、次の方法で連絡先写真を取得して表示します。

URI置換

Cisco Jabber for Windowsによって、ディレクトリ属性と URLテンプレートを使用して連絡
先写真の URLが動的に作成されます。

バイナリオブジェクト

Cisco Jabber for Windowsによって、データベースから写真のバイナリデータが取得されま
す。

PhotoURL属性

Cisco Jabber for Windowsによって、ディレクトリ属性から URLが取得されます。

URI 置換

この方法を使用するには、設定ファイルで次の値を設定します。

1 PhotoUriSubstitutionEnabledパラメータの値として trueを指定します。
2 動的トークンとして使用するディレクトリ属性を PhotoUriSubstitutionTokenパラメータの値と
して指定します（例：

<PhotoUriSubstitutionToken>sAMAccountName</PhotoUriSubstitutionToken>）。
3 PhotoUriWithTokenパラメータの値として URLと動的トークンを指定します（例：

<PhotoUriWithToken>http://staffphoto.example.com/sAMAccountName.jpg</BMLASPPhotoUriWithToken>）。

前述の手順の例の値では、sAMAccountName属性がディレクトリの msmithに解決されます。そ
の後、Cisco Jabber for Windowsでは、この値を取得してトークンを置換し、
http://staffphoto.example.com/msmith.jpgの URLを作成します。
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バイナリオブジェクト

この方法を使用して連絡先写真を取得するには、設定でPhotoSourceパラメータの値としてバイナ
リデータが含まれている属性を指定します（例：<PhotoSource>jpegPhoto</PhotoSource>）。

PhotoURL 属性

この方法を使用して連絡先写真を取得するには、設定でPhotoSourceパラメータの値として写真の
URLが含まれている属性を指定します（例：<PhotoSource>photoUri</PhotoSource>）。

UDS による連絡先写真の取得
このトピックでは、UDSをディレクトリサービスとして使用する場合に Cisco Jabber for Windows
で連絡先写真を取得する方法について説明します。

UDSによって、ディレクトリ属性と URLテンプレートを使用して連絡先写真の URLが動的に作
成されます。

UDSを使用して連絡先写真を解決するには、PhotoUriWithTokenパラメータの値として連絡先写
真の URLの形式を指定します。また、%%uid%%トークンを挿入して URLの連絡先のユーザ名
を置換します。たとえば、

<PhotoUriWithToken>http://server_name.domain/%%uid%%.jpg</PhotoUriWithToken>です。

UDSによって、%%uid%%トークンが UDSの userName属性に置換されます。たとえば、Mary
Smithという名前のユーザがディレクトリに存在するとします。Mary Smithの userName属性は
msmithです。Mary Smithの連絡先写真を解決するために、Cisco Jabber forWindowsでは userName
属性を取得して%%uid%%トークンを置換し、http://staffphoto.example.com/msmith.jpg
の URLを作成します。

すべての連絡先写真は、PhotoUriWithTokenの値として指定したURLの形式に従っている必要
があります。

制約事項

ドメインフェデレーションパラメータ

ドメイン内フェデレーションのパラメータ

次の表に、ドメイン内フェデレーションを設定するためのパラメータを示します。
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説明値パラメータ

SipUriパラメータで指定した属性の値を使
用して、Cisco Jabber for Windowsで連絡先
情報を取得するかどうかを指定します。

true

SipUriパラメータで指定した属性の
値を使用して、連絡先情報を取得し

ます。

ディレクトリ内の連絡先ユーザ名が

username@domainの形式に従ってい
ない場合には、trueを指定してくだ
さい。

false

Cisco Jabber for Windowsでは SipUri
パラメータを使用しません。これが

デフォルト値です。

true

false

UseSIPURIToResolveContacts

SipUriパラメータで指定した属性の値に適
用されるプレフィックスを定義します。

プレフィックスとは、連絡先 IDのユーザ
名の前にあるテキストです。たとえば、

msRTCSIP-PrimaryUserAddressを SipUriの
値として指定します。ディレクトリにおけ

る msRTCSIP-PrimaryUserAddress属性の値
は、sip:username@domainの形式にな
ります。

デフォルト値は空です。

テキスト文字列UriPrefix

ドメイン内フェデレーションの詳細については、「ドメインフェデレーション」のトピックの

「ドメイン内フェデレーションに対する Cisco Jabber for Windowsの設定」の項を参照してくださ
い。

ドメインフェデレーション

Cisco Jabber for Windowsを設定すると、ユーザが Cisco Jabber for Windowsを使用しない他のドメ
イン内のユーザや同じドメイン内のユーザと通信できるようになります。
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ドメイン間フェデレーション

ドメイン間フェデレーションでは、エンタープライズドメイン内の Cisco Jabber for Windowsユー
ザは、他のドメイン内のユーザとアベイラビリティを共有し、それらのユーザにインスタント

メッセージを送信できます。

• Cisco Jabber forWindowsユーザは、他のドメインの連絡先を手動で入力する必要があります。

• Cisco Jabber for Windowsでは、次のサーバとのフェデレーションがサポートされています。

◦ Microsoft Office Communications Server

◦ Microsoft Lync

◦ IBM Sametime

◦ XMPP標準ベースの環境（Googleトークなど）

◦ AOLインスタントメッセンジャー

Cisco Unified Presenceまたは Cisco Unified Communications IM and Presence上に Cisco Jabber for
Windowsのドメイン間フェデレーションを設定します。詳細については、次の資料を参照してく
ださい。

• Cisco Unified Presence：『Integration Guide for Configuring Cisco Unified Presence Release 8.6 for
Interdomain Federation』

• Cisco Unified Communications IM and Presence：『Interdomain Federation for IM and Presence
Service on Cisco Unified Communications Manager』

ドメイン内フェデレーション

ドメイン内フェデレーションでは、同じドメイン内のユーザはアベイラビリティを共有し、Cisco
Unified PresenceとMicrosoft Office Communications Server、Microsoft Live Communications Server、
または他のプレゼンスサーバ間でインスタントメッセージを送信できます。

ドメイン内フェデレーションを使用すると、ユーザを別のプレゼンスサーバから Cisco Unified
Presenceまたは Cisco Unified Communications IM and Presenceに移行できます。このため、プレゼ
ンスサーバ上でCisco Jabber forWindowsのドメイン内フェデレーションを設定します。詳細につ
いては、次の資料を参照してください。

• Cisco Unified Presence：『Integration Guide for Configuring Partitioned Intradomain Federation for
Cisco Unified Presence Release 8.6 and Microsoft LCS/OCS』

• Cisco Unified Communications IM and Presence：『Partitioned Intradomain Federation for IM and
Presence Service on Cisco Unified Communications Manager』

Cisco Unified Presenceでドメイン内フェデレーションをサポートしているプレゼンスサーバを
確認するには、該当する Cisco Unified Presenceのマニュアルを参照してください。

（注）
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ドメイン内フェデレーションに対する Cisco Jabber for Windowsの設定

Cisco Unified Presenceでのドメイン内フェデレーションの設定に加えて、Cisco Jabber for Windows
設定ファイルでいくつかの設定が必要になる場合があります。

連絡先の検索時に連絡先を解決したり、ディレクトリから連絡先情報を取得したりするには、Cisco
Jabber for Windowsで各ユーザの連絡先 IDが必要です。 Cisco Unified Presenceでは、Microsoft
Office Communications Server、Microsoft Live Communications Serverなどの他のプレゼンスサーバ
の形式と常に一致するとは限らない連絡先情報を解決するために特定の形式を使用します。

設定ファイルで次の設定を適用します。

1 UseSIPURIToResolveContactsパラメータの値を trueに設定します。
2 Cisco Jabber for Windowsで使用する連絡先 IDが含まれている属性を指定し、連絡先情報を

SipUriパラメータの値として取得します。デフォルト値は msRTCSIP-PrimaryUserAddressで
す。

3 各連絡先 IDのプレフィックスとなるテキストを UriPrefixパラメータの値として設定します。
プレフィックスとは、連絡先 IDのユーザ名の前にあるテキストです。

たとえば、msRTCSIP-PrimaryUserAddressを SipUriの値として指定します。ディレクトリにお
ける各ユーザの msRTCSIP-PrimaryUserAddressの値は、sip:username@domainの形式にな
ります。

詳細については、「ドメインフェデレーションパラメータ」のトピックの「ドメイン内フェデ

レーションのパラメータ」の項を参照してください。

ドメイン内フェデレーションの例

この項では、SipUri、UseSIPURIToResolveContacts、およびUriPrefixの各パラメータを使用したド
メイン内フェデレーションの連絡先を解決する例について説明します。

この例では、次のように設定されています。

• SipUriパラメータの値は msRTCSIP-PrimaryUserAddressです。

• UseSIPURIToResolveContactsパラメータの値は trueです。

• UriPrefixパラメータの値は sip:です。

•ディレクトリには、Mary Smithという名前のユーザの msRTCSIP-PrimaryUserAddress属性の
値として sip:msmith@domain.comが含まれています。

Cisco Jabber for Windowsによるディレクトリに接続した連絡先情報の解決

1 プレゼンスサーバが msmith@domain.comを Cisco Jabber for Windowsに渡します。

2 Cisco Jabber for Windowsにより、sip:が msmith@domain.comに付加されてから、ディレ
クトリへのクエリーが実行されます。

3 sip:msmith@domain.comが msRTCSIP-PrimaryUserAddress属性の値と一致します。

4 Cisco Jabber for Windowsにより、Mary Smithの連絡先情報が取得されます。
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Cisco Jabber for WindowsによるMary Smithの検索

Cisco Jabber for Windowsにより、sip:msmith@domain.comから sip:のプレフィックスが削除
され、msmith@domain.comの連絡先 IDが取得されます。

関連トピック

Integration Guide for Configuring Cisco Unified Presence Release 8.6 for Interdomain Federation
Integration Guide for Configuring Partitioned Intradomain Federation for Cisco Unified Presence Release
8.6 and Microsoft LCS/OCS
Partitioned Intradomain Federation for IM and Presence Service on Cisco Unified Communications
Manager version 9.0
Interdomain Federation for IM and Presence Service on Cisco Unified CommunicationsManager version
9.0

ダイヤルプランのマッピング

Cisco Unified Communications Managerでダイヤルプランのマッピングを設定し、Cisco Unified
Communications Managerのダイヤリングルールがディレクトリのダイヤリングルールと一致する
ようにします。

ダイヤルプランのマッピングの設定に関する詳細については、CiscoUnifiedCommunicationsManager
のマニュアルの「Dial Rules Overview」のトピックを参照してください。

アプリケーションダイヤルルール（Application Dial Rules）

アプリケーションダイヤルルールにより、ユーザがダイヤルする電話番号の桁数の追加および削

除が自動的に行われます。アプリケーションダイヤルルールは、ユーザがCisco Jabber forWindows
からダイヤルする番号を操作します。

たとえば、7桁の電話番号の先頭に自動的に 9を追加して外線にアクセスするように、ダイヤル
ルールを設定できます。

ディレクトリ検索ダイヤルルール（Directory Lookup Dial Rules）

ディレクトリ検索ダイヤルルールによって、発信者 IDの番号が、Cisco Jabber forWindowsがディ
レクトリで検索できる番号に変換されます。定義する各ディレクトリ検索ルールには、先頭の数

字および番号の長さに基づいてどの数字を変換するかを指定します。

たとえば、10桁の電話番号から市外局番と 2桁の局番を自動的に削除するように、ディレクトリ
検索ルールを作成できます。このタイプのルールの例では、4089023139を 23139に変換します。

関連トピック

Dial Rules Overview, Cisco Unified Communciations Manager version 8.6(1)
Dial rules overview, Cisco Unified Communications Manager version 9.0(1)
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http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/voice_ip_comm/cups/8_6/english/integration_notes/Federation/Intradomain_Federation/Overview_chapter.html
http://www.cisco.com/en/US/partner/docs/voice_ip_comm/cups/8_6/english/integration_notes/Federation/Intradomain_Federation/Overview_chapter.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/im_presence/intradomain_federation/9_0_1/CUP0_BK_I2FDDB5D_00_integration-guide-intradomain-federation-90.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/im_presence/intradomain_federation/9_0_1/CUP0_BK_I2FDDB5D_00_integration-guide-intradomain-federation-90.html
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http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/8_6_1/ccmsys/a03adial.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/voice_ip_comm/cucm/admin/9_0_1/ccmsys/CUCM_BK_CD2F83FA_00_system-guide_chapter_010010.html


Cisco Jabber for Windowsへのダイヤルルールの発行
Cisco Unified Communications Managerでは、作成したダイヤルルールを自動的に Cisco Jabber for
Windowsに発行しません。ダイヤルルールを発行するには、COPファイルを展開する必要があ
ります。この COPファイルによって、ダイヤルルールが Cisco Unified Communications Manager
データベースから TFTPサーバ上の XMLファイルにコピーされます。その後、Cisco Jabber for
Windowsは、その XMLファイルをダウンロードしてダイヤルルールにアクセスします。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerのすべてのバージョン（8.6.xと 9.0.xを含む）では、Cisco
Jabber for Windowsへのダイヤルルールの発行に COPファイルが必要です。

（注）

はじめる前に

1 Cisco Unified Communications Managerでダイヤルルールを作成します。

2 Cisco.comから Cisco Jabber for Windows管理パッケージをダウンロードします。

3 cmterm-csf-dialrule-wizard-0.1.cop.sgnをCisco Jabber forWindows管理パッケージ
からファイルシステムにコピーします。

ステップ 1 [Cisco Unified OSの管理（Cisco Unified OS Administration）]インターフェイスを開きます。

ステップ 2 [ソフトウェアのアップグレード（SoftwareUpgrades）] > [インストール/アップグレード（Install/Upgrade）]
を選択します。

ステップ 3 [ソフトウェアインストール/アップグレード（Software Installation/Upgrade）]ウィンドウで
cmterm-csf-dialrule-wizard-0.1.cop.sgnの場所を指定します。

ステップ 4 [次へ（Next）]を選択します。

ステップ 5 [利用可能なソフトウェア（Available Software）]リストから
cmterm-csf-dialrule-wizard-0.1.cop.sgnを選択します。

ステップ 6 [次へ（Next）] を選択し、[インストール（Install）]を選択します。

ステップ 7 TFTPサービスを再起動します。

ステップ 8 ブラウザでダイヤルルールの XMLファイルを開き、TFTPサーバでそれらのファイルが利用可能である
ことを確認します。

a) http://tftp_server_address:6970/CUPC/AppDialRules.xmlに移動します。
b) http://tftp_server_address:6970/CUPC/DirLookupDialRules.xmlに移動します。

ブラウザで AppDialRules.xmlと DirLookupDialRules.xmlにアクセスできる場合、Cisco Jabber for Windows
ではダイヤルルールをダウンロードできます。

ステップ 9 TFTPサービスを実行する Cisco Unified Communications Managerのインスタンスごとに前述の手順を繰り
返します。
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次の作業

Cisco Unified Communications Managerのインスタンスごとに前述の手順を繰り返した後、Cisco
Jabber for Windowsを再起動します。

ハイブリッドクラウドベースによる展開の設定
この項では、ハイブリッドクラウドベースによる展開での Cisco Jabber for Windowsの設定に関す
る情報について説明します。

ハイブリッドクラウドベースによる展開でのみ、設定ファイルを使用してCisco Jabber forWindows
を設定できます。クラウドベースによる展開では、Cisco WebEx管理ツールを使用して Cisco
Jabber for Windowsのすべての設定を実行します。

ほとんどの環境では、Cisco Jabber for Windowsに設定は必要ありません。 Cisco Jabber for
Windowsの設定ファイルを作成する必要があるのは、次の場合だけです。

重要

•次のようなカスタムコンテンツを使用して展開する場合。

•ユーザが問題レポートを送信できるスクリプト

• HTMLコンテンツを表示するためのカスタム埋め込みタブ

•次のようなカスタムポリシー設定を使用して展開する場合。

•ビデオコールの無効化

•展開で認証情報設定を指定する場合。

設定ファイルの構造

XML 構造

次の XMLスニペットは、設定ファイルの基本構造を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<parameter_name>value</parameter_name>
</Client>
<Policies>
<parameter_name>value</parameter_name>
</Policies>
</config>

次の表では、設定ファイルの基本構造の要素について説明します。
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説明要素

XML宣言。設定ファイルは、標準的な XML形式に準拠
する必要があります。

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>

使用可能な設定グループを含む、設定 XMLのルート要
素。

ルート要素には、バージョン属性も含める必要がありま

す。

config

Cisco Jabber forWindowsの設定パラメータを含む親要素。

詳細については、「クライアントパラメータ」を参照し

てください。

クライアント

ポリシーの設定パラメータを含む親要素。

詳細については、「ポリシーパラメータ」を参照してく

ださい。

ポリシー

設定ファイルの例

次に、ハイブリッドクラウドベースによる展開での Cisco Jabber for Windowsの設定ファイルの例
を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<PrtLogServerUrl>http://server_name.cisco.com/jabber/prt/my_script.php</PrtLogServerUrl>
</Client>
<Policies>
<Video_Disabled>false</Video_Disabled>
</Policies>
</config>

上記の設定ファイルの例では、問題レポートを送信するためのスクリプトのURLを指定し、ユー
ザがビデオコールを発信できないことを指定します。

クライアントパラメータ

次の表に、クライアント要素内で指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ

問題レポートを送信するためのカスタムスクリプト

を指定します。

問題レポートの詳細については、「問題レポートの

設定」を参照してください。

URLPrtLogServerUrl
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説明値パラメータ

プラグイン設定要素が含まれます。

カスタム埋め込みタブを定義し、Cisco Jabber for
WindowsのHTMLコンテンツを表示できます。詳細
については、「カスタム埋め込みタブ」を参照して

ください。

プラグイン定義jabber-plugin-config

クライアント設定例

次に、ハイブリッドクラウドベース導入でのクライアント設定例を示します。
<Client>
<PrtLogServerUrl>http://server_name.cisco.com/jabber/prt/my_script.php</PrtLogServerUrl>
</Client>

ポリシーパラメータ

次の表に、ポリシー要素内で指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ

ユーザがビデオコールを発信できるかどうかを指

定します。

true

ユーザはビデオコールを発信できません。

false

ユーザはビデオコールを発信できます。こ

れがデフォルト値です。

true

false

Video_Disabled

ポリシーの設定例

次に、ハイブリッドクラウドベースによる展開でのポリシーの設定例を示します。
<Policies>
<Video_Disabled>true</Video_Disabled>
</Policies>

認証情報の設定

ボイスメールの認証情報パラメータ

設定パラメータを指定して、Cisco Unity Connectionで指定されているボイスメールサービスの認
証情報を使用することができます。この設定パラメータを指定すると、Cisco Jabber for Windows
でサインインの認証情報を使用して、Cisco Unity Connectionのボイスメールサービスにアクセス
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します。そのため、Cisco Jabber for Windowsユーザは、クライアントのボイスメールサービスに
対して認証情報を入力する必要がありません。

次の表に、ボイスメールサービスの認証情報に指定できるパラメータを示します。

説明値パラメータ親要素

Cisco Jabber forWindowsでサインインの認証情報
を使用して Cisco Unity Connectionのボイスメー
ルサービスにアクセスすることを指定します。

サインインの認証情報とボイスメールサービス

の認証情報が同じであることを確認します。こ

のパラメータを設定した場合、ユーザは Cisco
Jabber for Windowsでボイスメールサービスの認
証情報を指定することはできません。

このパラメータは、ハイブリッドクラ

ウドベースによる展開でのみ設定でき

ます。オンプレミスによる展開ではこ

のパラメータは有効ではありません。

（注）

phoneVoicemailService_
UseCredentialsFrom

ボイスメー

ル

認証情報の設定例

次に、ハイブリッドクラウドベースによる展開での認証情報の設定例を示します。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Voicemail>
<VoicemailService_UseCredentialsFrom>phone</VoicemailService_UseCredentialsFrom>

</Voicemail>
</config>

設定ファイルの例

次に、Cisco Jabber for Windowsのハイブリッドクラウドベース導入の設定ファイルの例を示しま
す。
<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?>
<config version="1.0">
<Client>
<PrtLogServerUrl>http://server_name.domain.com/prt_script.php</PrtLogServerUrl>
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="false" preload="true">
<tooltip>Cisco WebEx</tooltip>
<icon>http://server_name.cisco.com/icon.png</icon>
<url>http://www.webex.com</url>

</page>
<page refresh="true" preload="true">
<tooltip>Cisco</tooltip>
<icon>http://server_name.cisco.com/logo.gif</icon>
<url>http://www.cisco.com</url>

</page>
<page refresh="true" preload="false">
<tooltip>Cisco Jabber for Windows</tooltip>
<icon>http://server_name.cisco.com/jabber.png</icon>
<url>http://www.cisco.com/en/US/prod/voicesw/ps6789/jabber_windows.html</url>

</page>
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<page refresh="false" preload="false">
<tooltip>Cisco Jabber</tooltip>
<icon>http://server_name.cisco.com/jabber.png</icon>
<url>http://www.cisco.com/web/products/voice/jabber.html</url>

</page>
</browser-plugin>

</jabber-plugin-config>
</Client>

</config>

問題レポートの設定
問題レポートをセットアップすると、ユーザは Cisco Jabber for Windowsの使用中に発生した問題
の概要を送信できるようになります。次のように、問題レポートを送信する方法は 2つありま
す。

• Cisco Jabber for Windowsを介して問題レポートを直接送信する。

•問題レポートをローカルに保存し、後でアップロードする。

Cisco Jabber forWindowsでは、HTTPPOSTメソッドを使用して問題レポートを送信します。POST
要求を受け入れるカスタムスクリプトを作成し、設定パラメータとしてHTTPサーバ上のスクリ
プトの URLを指定します。ユーザは問題レポートをローカルに保存できるため、ユーザが問題
レポートをアップロードできるようにするフォームを含むHTMLページを作成する必要もありま
す。

はじめる前に

環境の準備を行うには、次の手順を実行します。

1 HTTPサーバをインストールおよび設定します。
2 HTTP POST要求を受け入れるカスタムスクリプトを作成します。
3 HTTPサーバ上でホストする HTMLページを作成し、ユーザが、ローカルに保存されている
問題レポートをアップロードできるようにします。HTMLページには、.ZIPアーカイブとし
て保存された問題レポートを受け入れ、カスタムスクリプトを使用して問題レポートを送信す

るアクションが含まれているフォームがあります。

次に、問題レポートを受け入れるフォームの例を示します。
<form name="uploadPrt" action="http://server_name.com/scripts/UploadPrt.php" method="post"
enctype="multipart/form-data">
<input type="file" name="zipFileName" id="zipFileName" /><br />
<input type="submit" name="submitBtn" id="submitBtn" value="Upload File" />
</form>

ステップ 1 HTTPサーバ上でカスタムスクリプトをホストします。

ステップ 2 設定ファイルの PrtLogServerUrlパラメータの値としてスクリプトの URLを指定します。
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カスタム埋め込みタブ
カスタム埋め込みタブには、Microsoft Internet Explorerレンダリングエンジンを使用した Cisco
Jabber for Windowsの HTMLコンテンツが表示されます。

Cisco Jabber for Windowsでは、Microsoft Internet Explorerでサポートされているコンテンツを表示
するために、最大 5つのカスタム埋め込みタブをサポートしています。たとえば、カスタム埋め
込みタブを作成して、会社のポリシーの詳細や HTTPサーバ上でホストされている XMLファイ
ルを提供するWebページを表示します。

次のXMLの抜粋は、Cisco Jabber forWindows設定ファイルのカスタム埋め込みファイルの基本構
造を示します。
<Client>
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="" preload="">
<tooltip></tooltip>
<icon></icon>
<url></url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>
</Client>

次の表に、カスタム埋め込みタブを定義するための要素および属性を示します。

説明値パラメータ

カスタム埋め込みタブのすべての定義が含まれ

ます。

カスタムタブのすべての

定義

browser-plugin

カスタム埋め込みタブの1つの定義が含まれま
す。

カスタムタブの 1つの定
義

page

埋め込みタブのコンテンツが更新されるタイミ

ングを制御します。次のいずれかの値を指定

します。

true

ユーザが埋め込みタブを選択するたびに

コンテンツが更新されます。

false

ユーザが Cisco Jabber for Windowsを再起
動したり、サインアウトして再度サイン

インしたりした場合にのみコンテンツが

更新されます。これがデフォルト値で

す。

このパラメータはオプションです。

refreshは page要素の属性です。

true

false

refresh
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説明値パラメータ

埋め込みタブのコンテンツがロードされるタイ

ミングを制御します。次のいずれかの値を指

定します。

true

Cisco Jabber for Windowsが起動すると、
コンテンツがロードされます。

false

ユーザが埋め込みタブを選択すると、コ

ンテンツがロードされます。これがデ

フォルト値です。

このパラメータはオプションです。

preloadは page要素の属性です。

true

false

preload

ユーザが埋め込みタブ上にカーソルを移動した

ときに表示されるテキストを定義します。

このパラメータはオプションです。

Unicode文字の文字列tooltip
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説明値パラメータ

埋め込みタブのアイコンの位置を指定します。

ローカルアイコンまたはホステッドアイコン

を指定できます。

ローカルアイコン

file://path/icon_nameのようにローカルア
イコンの URLを指定します。

例：<icon>file://c:/icons/icon.png</icon>

ホステッドアイコン

http://full_path/icon_nameのようにホステッ
ドアイコンの URLを指定します。

例：
<icon>http://domain/icons/icon.png</icon>

Cisco Jabber forWindowsでは、Microsoft Internet
Explorerで描画可能なアイコン
（.JPG、.PNG、.GIFなど）をサポートしてい
ます。

カスタムアイコンの寸法および形式について

は、このトピックの「カスタムアイコン」の

項を参照してください。

このパラメータはオプションです。アイコン

を指定しない場合、あるいは指定したアイコン

が正常にロードされない場合は、Cisco Jabber
for Windowsによってデフォルトアイコンが
ロードされます。

URLicon
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説明値パラメータ

埋め込みタブに表示される HTMLページ（つ
まり、他のコンテンツ）のURLを指定します。

Cisco Jabber for Windowsでは、Internet Explorer
レンダリングエンジンを使用して埋め込みタ

ブのコンテンツを表示します。このため、

Internet Explorerでサポートされているコンテン
ツの URLを指定できます。

Cisco Jabber forWindowsでは、Internet
Explorerバージョン 9またはそれ以前
のバージョンをサポートしています。

それ以降のバージョンの Internet
Explorerをワークステーションにイン
ストールしている場合は、CiscoJabber
for Windowsでは Internet Explorerを
バージョン 9モードで使用します。

（注）

このパラメータは必須です。

URLurl

カスタムアイコン

カスタム埋め込みタブのアイコンには、1つのイメージファイル内の各状態に対して 10個のフ
レームがあります。

各フレームの寸法は 20 x 20ピクセルです。各フレーム間に 1ピクセルのパディングを設定して
ください。 1ピクセルのパディングにより、実際に使用できるアイコンの領域は 19 x 19ピクセル
になります。

イメージの背景色は透明です。

各フレームは、次の順序で下記の状態のいずれかを表します。

1 標準

2 押されている

3 ホバー

4 ディセーブル

5 フォーカス済み

6 選択済みおよび標準

7 選択済みおよび押されている

8 選択済みおよびホバー

9 選択済みおよびディセーブル

10 選択済みおよびフォーカス済み

次に、カスタム埋め込みタブのアイコンの例を示します。
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プロトコルハンドラ

Cisco Jabber for Windowsは、次のプロトコルハンドラをオペレーティングシステムに登録し、ク
リックツーコールまたはクリックツー IM機能をWebブラウザやその他のアプリケーションから
使用できるようにします。

• XMPP:

Cisco Jabber forWindowsでインスタントメッセージを開始し、チャットウィンドウを開きま
す。

• IM:

Cisco Jabber forWindowsでインスタントメッセージを開始し、チャットウィンドウを開きま
す。

• TEL:

Cisco Jabber for Windowsとの通話を開始します。

HTMLページに、href属性の一部としてプロトコルハンドラを追加します。HTMLページに表示
されるハイパーリンクをクリックすると、Cisco Jabber for Windowsはプロトコルに対して適切な
処理を実行します。

次に、HTMLページの TEL:および IM:プロトコルハンドラの例を示します。
<html>
<body>
<a href="TEL:1234">Call 1234</a><br/>
<a href="IM:msmith@domain">Send an instant message to Mary Smith</a>

</body>
</html>

前の例では、ユーザがハイパーリンクをクリックして1234に発信すると、Cisco Jabber forWindows
はその電話番号への音声コールを開始します。ユーザがMary Smithにインスタントメッセージ
を送信するハイパーリンクをクリックすると、Cisco Jabber forWindowsはMaryとのチャットウィ
ンドウを開きます。

次に、HTMLページのXMPP:プロトコルハンドラを使用したグループチャットの例を示します。
<html>
<body>
<a href="XMPP:msmith@domain;amckenzi@domain">Create a group chat with Mary Smith and

Adam McKenzie</a>
</body>

</html>

前の例では、ユーザがMary Smithおよび Adam McKenzieとのグループチャットを作成するハイ
パーリンクをクリックすると、Cisco Jabber forWindowsはMaryおよびAdamとのグループチャッ
トウィンドウを開きます。

XMPP:および IM:ハンドラに連絡先リストを追加し、グループチャットを作成します。連絡
先を区切るには、セミコロンを使用します。次に例を示します。
XMPP:user_a@domain.com;user_b@domain.com;user_c@domain.com;user_d@domain.com

ヒント
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カスタム埋め込みタブの例

次に、2つのカスタム埋め込みタブの例を示します。
<jabber-plugin-config>
<browser-plugin>
<page refresh="false" preload="false">
<tooltip>Cisco WebEx</tooltip>
<icon>http://cisco.com/icon.png</icon>
<url>http://www.webex.com/</url>
</page>
<page refresh="true">
<tooltip>Cisco</tooltip>
<icon>http://cisco.com/icon.png</icon>
<url>http://www.cisco.com/</url>
</page>
</browser-plugin>
</jabber-plugin-config>
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